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１． はじめに 
 Case3 では，外環道が横断する地区における伊刈自治会
区域を対象とした住環境改善行動の支援手法について検

討した。本報では，自治会住民へのアンケート調査と騒

音実測を行った。 
２． 伊刈自治会の概要 

川口市内の全自治会を対象としたアンケート調査を参

考にして，対象自治会を伊刈自治会に選定した（詳細は

後報その 9 参照）。同自治会は，世帯数 831，自治会区域
面積 33ha の住宅地である。区域の中央を国道 298 号線と
高架の外環道が横断しており，住環境への影響は特に大

きいと予想された。また，アンケート票の自由記入にお

いても，住環境の改善に対する意欲が高く，本研究にも

協力的な意見があったため，本研究の対象地区にふさわ

しいと判断した。 

02 年 7 月に同自治会の会長に会い，本研究の趣旨を説
明して協力を要請したところ，これが了承された。自治

会長との話し合いの結果，伊刈自治会では，住民との協

調により実測調査を行うことが決定した。 
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３．第一回アンケート調査 

住民の住環境に対する意識を把握するために，同区域

の全世帯を対象にアンケート調査を行った。アンケート

項目は住まい周辺の住環境に対する意識や対象地区の将

来像を問う内容で構成した。 

アンケート票の配布は自治会に依頼した。伊刈自治会

は 5 つの区からなり，さらに各区は 9～12 班から構成さ
れている。そこで，アンケート票は，事前に学生が自治

会長宅に運び，自治会長から区長，班長を通じて各住戸

に配布させた。また，アンケート票の回収は学生が各住

戸を訪問して行った。不在の場合には，回収に訪れた旨

を伝える不在者通知と返信用封筒を投函し郵送による回

収とした。回収を自治会に依頼しなかったのは，記入し

た内容を他者が見る可能性をなくすことで，住民の率直

な意見を聞くためである。その結果，回収数は 485 票
（回収率：58％）となり，Case1，Case2 に比べて回収率
は高かった。この要因として，顔見知りの班長が配布を

行ったことで安心感と責任感を与えたことと，訪問して

回収したことにより，手続きが簡略化されたことが考え

られる。多く住民の意見を取り入れるために，本調査で

行ったような訪問による方法は効果があると考えられる。 

住まい周辺の住環境について聞いた結果を図 1 に示す。

自動車の交通量を不満に感じている回答が多かった。次

に住まい周辺の環境の総合的満足度と定住の意向につい

て聞いた（図 2）。総合的満足度は「とても満足している」，

「満足している」を合わせた回答は 24％であり，定住の
意向は「住みつづけたい」，「どちらかと言うと住みつづ

けたい」を合わせた回答は 42％であった。同自治会の将
来像について望ましいものを図中の項目から複数回答可

として選択させた。また，その際には「特に強く思うも

の」一つを別途聞いた（図 3）。回答は 11％から 62％と幅
広く分布し，全く選ばれなかった項目はなかった。ここ

でも「空気がきれいになってほしい：60％」，「自動車の
騒音がなくなってほしい：50％」といった車両交通に関
する項目の要求が高かった。表 1 は住まい周辺の環境に

関する自由記入の抜粋である。特に，外環道と国道 298
号線からの騒音，空気汚染に不満を感じている住民が多

かった。また，研究結果の公表を求める意見もあった。
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図 1 住まい周辺の住環境に対する意識 
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図 2 住環境に対する総合的意識と定住の意向 
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アンケート調査や実測の結果を住民に公表することによ

り，住民に対する認知度を高め，実測への参加にもつな

がると推測される。 

４．騒音実測調査 

 02 年 10 月に自治会住民との共同で区域内の全 96 点で
騒音レベルを実測した。実測方法は Case1と同様とした。 
ここでは，実測日と実測に関する説明会の開催日の決定，

実測に参加する住民の募集を全て自治会長に任せた。そ

の結果，14 名の住民が実測に参加し，そのうち 11 名の住
民が説明会にも参加した。実測は，住民 2 人に対して学

生
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図 4 対象自治会区域における LAeqの空間分布 

表 2 騒音実測調査に参加した住民の感想（抜粋）
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図 3 対象地区の将来像（複数回答可として、その中

から「特に強く思う」を１つ選択） 

表 1 住まい周辺の環境に関する自由記入（抜粋）

・国道 298号線の設置された後、排気ガス等の環境悪化が進行した。 
・外環道の排気ガスのために家の中のカーテンが真っ黒になり困っている。

・歩行者が多いのにも関わらず,歩道のない道路が多く危険である。 
・幹線道路の通り抜けのために側道を走るトラックが多い。 
・外環道の設置により、交通の便は良くなった。 
・必要ないと感じる道路が整備されることにより、今後交通量が増加するの

ではないかと心配している。危なくて子供だけでは遊ばせられない。 
・風通しが良すぎるところは外環道からの音がうるさく聞こえる。 
・自動車の排気ガスの測定を行ってほしい。 
・このアンケート結果や実測結果がどのようなことに役立ったのか書面や情

報誌で教えてほしい。 
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・実測に参加したことで参加者の住環境に対する意識が高まったと思う。 
・騒音が交通量によって変わることを実感することができた。 
・計測器の使い方が難しく覚えるまでに時間がかかり迷惑をかけた。 
・実測結果から自宅が地区内でも比較的静かな場所にあることに気づいた。

・自治会では過去にこのような実測に取り組んだ経験がないため、実測結果

に大いに期待している。 
1人がサポートについて行った。 
実測の計画段階において，自治会長と学生の連絡不足

ら，各々が異なる日を実測日として住民に伝えてしま

住民から苦情が出されるという事態が起こった。これ

，連絡の不足という問題とともに，1 人の住民に計画を
任することの問題点を表した出来事といえる。こうし

問題を防ぐには，実測の計画は複数の住民によって行

せるとともに，計画書を作成させて書面として保存す

ことで，情報を管理して誤った内容が伝わらないよう

するなどの対策が必要である。 
実測結果から，各計測点の LAeq をメッシュマップに表

した（図 4）。地区内の外環道周辺の計測点で特にレベ

が高い。防音壁の内側や防音壁のない交差点付近の計

点では 70dB 以上，それ以外の計測点では概ね 60～
0dB 程度で全体的に高かった。実測終了後に調査に参加
た住民に感想を聞いた（表 2）。 

．まとめ 

本報で行った訪問によるアンケート票の配布・回収の

法は，多くの住民の意見を取り入れることができる点

効果があると考えられる。これは，実測や懇談会の参

を募る方法としても検討する必要がある。また，実測

計画は，複数の住民に行わせるとともに，計画書を作

計

あ

らせることで情報の管理に配慮する必要がある。 
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